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2.設計条件 設計方針 

 

2-1 設計条件 

(1) 平成１８年９月に策定された「（仮称）八戸市中心市街地地域観光交流施設基本構想」に基づき、

「中心市街地を再生させ、まちに賑わいを取り戻す」契機となるよう施設整備を行う。 

・ 市民が文化・芸術などの市民活動・コミュニティ活動に気軽に利用できる施設とする。 

・ 観光情報を発信するとともに、多様な観光客を受け入れ祭りなどを体感できる施設とする。 

・ 教育・健康相談やまちなか起業支援など、市民生活を支援する機能を持たせる。 

・ 来訪者が休憩したり、イベントを開催できる広場を整備することにより、中心市街地の回遊拠点と

なるシンボル的な施設を目指す。 

・ 第五次八戸市総合計画の前期推進計画・戦略プロジェクトとして位置づけ、事業を進める。 

・ 国土交通省が支援するまちづくり交付金制度を活用するため、平成 21 年度中の施設整備を目標とす

る。 

 

 

(2) 平成１６年 9月に策定された「八戸市と南郷村の合併にかかる新市建設計画」の基本方針に基づ

き、南郷区の自然、伝統文化、芸術など個性的で独創的な地域の特徴や資源を活かし、新市の一体化

を促進する施設となるよう配慮する。 

 

 

(3) 平成１８年１２月から平成１９年 3月にかけて実施された（仮称）八戸市中心市街地地域観光交

流施設設計者選定における技術提案書・提案図書の基本的な考え方に基づき平成１９年６月に策定し

た基本計画を踏まえ、プロポーザル審査委員及び整備検討アドバイザー会議の監修・助言等を受けな

がら業務を行う。 

 

 

2-2 ソフト計画概要 

(1) 活動の目的 

これまでの観光拠点施設の類型を超えて、ものづくり・まちづくりの観点から、市民が主体となって、

八戸に存在する人、物、食、情報などのさまざまな魅力を発見し、新たな企画として発信する拠点とし

ての創造的市民施設「八戸ポータルミュージアム（HPM）」を計画する。そして、市内外から広く多くの

人々がここを訪れ、活用し、その活動自体が観光資源ともなる特出すべき賑わいを創出することにより、

中心市街地を含む市域全体を活性化させることを目指す。 

 

(2) 公共活動体としての戦略的コンセプト 

HPM は、市民と観光客の交流の中からその土地の魅力を伝え産業とする「観光交流」と、市民の相互交

流の中から自発的な市民活動や地域活動を促進する「地域交流」という大きな二つの機能を持つが、こ

の２つの機能に関わる活動を別々に展開するのではなく、相乗的に機能するようコンセプトを立案する。 

 

1.タウン・インクルージョン（活動への市民・観光客の巻き込み） 

市民や市外からの来訪客を、市域での活動に巻き込むことによって市域全体を活性化させることをねら

う。そして、多様なジャンルで趣味を公益へ転換し、社会的自己実現の場所となるようプログラムを計

画し、幅広い世代の関心を持った人々が、企画づくりや観客として参加・交流することによって活性化

が持続することを目指す。 

 

2.トライ＆エラー（挑戦） 

八戸の魅力を市民が企画開発していく自発的で闊達な活動を促進するため、従来的な商業活動では実施

困難な新たな価値を生み出す斬新な企画やこだわりの企画に挑戦し、トライ＆エラーを試行する場を形

成する。またその現場自体を公開し、ユーザー評価等を行う場とする。 

 

3.その方法＝クリエイティブ（創造性） 

市民や市の魅力と観光客の間にクリエーター（創造的な企画制作を行う人材）やキュレーター（プロジ

ェクトの企画監修を行う人材）を介在させることで、八戸の魅力を市民の手で磨きを掛け、そこから広

く来訪者を魅了する場を形成する。八戸の魅力を企画開発するために招致されたクリエーターが八戸に

滞在し、市域のフィールドワークを行いながら市民と協働し、観光客にも開かれたワークショップやツ

アーなどの自主事業を展開することで、従来型の施設では分断されてしまう市民と観光客、施設と市域

を結びつけることを目指す。 
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(3) 八戸の地域的な潜在力 

1.景観 

2.祭 

3.食 

4.市場・横丁・路地 

5.産業インフラ 

６人材 

７歴史 

８自然 

 

(4) 活動のキーワード 

1.Marketing（価値を生み出すこと） 

＝市場 市場調査 街に創造的なマーケット形成 都市に求められている情報のデータベース化 

八戸の魅力や、そこに求められているものの調査分析を通じて、ひと、もの、情報があつまる場を形成

し、単なる展示空間ではなく、街の歴史や資源から八戸独自の新しい価値を生み出す。 

2.Schooling（学び） 

＝学校 街を創造することを学ぶ場所、市民参加型から市民プロデュース型へ 

一方向的サービスから、運営・利用者相互が知的探究、創造活動を支援しあう双方向サービスを行い、

八戸独自の新しい価値を生み出していく運動に参画することの出来る人材・事業を育成する。 

3.Showing（発信） 

＝展示、上映、上演、配信、出版、流通を通じた表現・提示 

ここで行われる事業を常に内外に向けて発信するとともに、館内完結型サービスでなく、市域ネットワ

ーク共有型のサービスをめざす。 

 

この三つの ing（運動）によって、プログラムが常に更新されていくことを想定している。 

 

 

(5) 主な自主事業 

従来的な市民参加型施設（観光展示施設や大型公民館施設）から市民プロデュース型への転換を図り、

HPM から中心市街、各フィールドへと市民プロデュース型の事業展開を行う。 

 

1.全館＋αのイベント 

・ マーケット（バザール）プロジェクト、大型のマーケットイベント、市場（Ｂ級グルメ）、お菓子＋

カフェ、横丁（酒）、クラフト、アート、音楽、演劇、映像等全館一体となった独自のイベントを企

画発信することにより、人々が八戸を訪れる動機付けとし特出すべき集客を図る。 

 

2. １Ｆ内部広場 

・ コンサート、演劇トーク、市民作品展示、市民活動成果発表、パブリックビューイング（地元出身

スポーツ選手の大画面応援）等の公開イベントを企画する。 

・ ショップ、カフェ、コンセルジュ（ツアー案内カウンター）等、HPM からまちなかへ、また建物内

部への「出発ロビー」としての機能・楽しさを演出する。 

 

3.企画ギャラリー 

・ 毎月４本程度の展示やミニイベント等を企画し公開する。 

 

4.スタジオ a（シアター） 

・ 年間で映像系４、音楽演劇パフォーマンス系・ワークショップ系４、合計８本程度のアート企画を

行う。また、広報のための映像作品等の収録、編集等を行う。 

活動概念図
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5.スタジオ c（BF 工房） 

・ 市街地空間再生プロジェクトの企画運営、菱刺や裂織の制作、道具の展示や修理、館内の展示造作

などの活動を行う。 

 

6.スクール 

・ ４教科（映画メディア、環境フード、アートデザイン、ツーリズム）×３コース（年間コース、セ

ミナー、こどもたちのためのワークショップ）等の各種実践的な講座を設け、自主事業を牽引でき

る人材の育成を図る。 

 

7.ツアー 

・ 主要観光名所＋こだわりツアー、東北アートツーリズムなどの企画運営を行い、市域へ賑わいを波

及させることを目指す。 

 

8.キッチンスタジオ 

・ 料理対決、ワークショップ、郷土料理研究の試食発表などのイベントを行うとともに、朝市ツアー

で購入した食材の加工などを行うレンタルキッチンスペースとしても活用する。 

 

9. プロジェクトスタジオ（クリエーター・キュレーターの活動拠点） 

・ 八戸地域市民との協働を条件として、厚遇システムで誘致するクリエーターのためのテナントスタ

ジオ＝プロジェクトスタジオを設ける。 

 

10.アウトリーチ（広報・周知活動） 

・ オリジナルグッズの企画開発販売、映像や WEB の制作配信、写真集や作品集、レシピー本、フリー

ペーパーなどの出版、八戸ブランドのパッケージデザインの企画プロジェクト、空き店舗や産業遺

構の再生デザインの企画等を行い、八戸ブランドの確立と周知を図る。 

 

11.パブリックアクセススタジオ（公共自由放送スタジオ） 

・ タウン FM、CATV、Web、出版、映画館等シネラテ（シネマ・ラジオ・テレビ）など多様なメディア

が相互乗り入れするパブリックアクセススタジオを企画運営し、積極的な情報収集、発信を行う。 

 

12.クリエイティブ・コミッション 

・ 映画、映像ほか、創造的で八戸から発信できるプロジェクトについて、ゲストやリサーチの受け入

れやサポート、誘致、企画推進を行う。 

 

 

13.朝市セレクト 

・ 各地朝市の優れた出店者を hpm 内部の各所にデザイン化し、可動の屋台的に常設出店する。 

 

14.子育てつどいの広場（子育て支援） 

・ 子育て支援の場を形成するとともに、おもちゃ開発、ワークショップ、ツアーなどこどものための

プログラムの開発協働を行う。 

 

15.レジデンススタジオ 

・ 宿泊も可能なアトリエのような機能を持った施設として、八戸の魅力を企画開発するために市内外

から招致したキュレーターやクリエーターが中長期間滞在しながら活動する拠点を設ける。 

・ 基本はプロジェクトごとの施設活用となるが、空き期間にはアーティスト・イン・レジデンスなど

の企画や、ワークショップ、会議などに多目的に活用する。 

 

16.コミッションワーク（委託制作）整備 

・ 館内にアーティスト、デザイナーなどのクリエーターによる建築空間と調和したコミッションワー

ク（委託制作）作品を常設的に展開することを検討する。 

 

17.フィールドプロジェクト（市域への企画の波及） 

・ 中心市街 蔵プロジェクト（現存する蔵を改装して展示等 ex.八鶴） 

・ 八戸線アートプロジェクト（車両、駅舎の改装、陸奥湊、鮫、種差のアート整備等 ex.和歌山電鐵、

直島家プロジェクト） 

 

18.マーケティング調査 

・ 各種調査と解析の結果をデータベース化して情報公開を行うことで、地域活性化に貢献する。 

 

 

2-3 設計方針 

ソフト計画概要を踏まえ、建築的には、機能を固定化する部分を最小限として、建築内部に路地のよう

であったり広場のようであったりとさまざまな使われ方や活動を受け入れる可能性を持たせることと、

これらの内部空間を立体的な回遊性を持ってひとつながりの空間とすることにより、「まちのようにめ

ぐる回遊式のミュージアム」として計画する。 
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4.基本設計計画概要 

 

4-1 計画趣旨 

これまでの観光拠点施設の類型を超えて、ものづくり・まちづくりの観点から、八戸に存在する人、物、

食、情報などのさまざまな魅力を発見し、新たな企画として発信する拠点としての創造的市民施設「八

戸ポータルミュージアム（HPM）」を計画する。そして、市内外から広く多くの人々がここを訪れ、活用

し、特出すべき賑わいを創出することを目指す。 

このことを実現するために、建築的には、機能を固定化する部分を最小限として、建築内部に路地のよ

うであったり広場のようであったりとさまざまな使われ方や活動を受け入れる可能性を持たせること

と、これらの内部空間を立体的な回遊性を持ってひとつながりの空間とすることにより、「まちのよう

にめぐる回遊式のミュージアム」として計画する。 

 

4-2 建築概要 

名称  ：（仮称）八戸市中心市街地地域観光交流施設 

住所  ：八戸市三日町地内 

敷地面積 ：約 2,280 ㎡ 

都市計画 ：都市計画区域内 市街化区域 

用途地域 ：商業地域 

防火地域 ：防火地域 

建蔽率 ：80％ 

容積率 ：600％ 

主体構造 ：鉄骨造 一部 SRC 造 

階数  ：地上５階 地下１階 

建築面積 ：1,523 ㎡ 

延床面積 ：7,354 ㎡ 

各階面積表（建築基準法上の面積 単位：㎡） 

５F 787 

４F+５MF 1,351 

３F+４MF 1,124 

２F+３MF 1,181 

１F+２MF 1,454 

BF 1,457 

合計 7,354 

最高高さ ：約 31ｍ 

 

 

 

4-3 構造概要 

(1) 上部構造 

中心市街地の拠点施設であることを考慮し、重要度係数を I=1.25 として、一般の建物よりも耐力を割

り増した構造として計画する。免震構造として地震動の影響を大幅に少なくするとともに、建物外周部

のフレームが荷重の大部分を負担することで、内部に耐震壁を現さず、構造スパンを大きくとったフレ

キシブルな空間を実現する。 

(2) 基礎構造 

地盤調査により支持地盤を確認し杭基礎として計画する。 

 

4-4 電気設備概要 

(1)  受電方式    

東北電力より高圧６ＫＶで受電し地階電気室内、屋内受変電設備に至る計画とする。 

(2)  電気方式  

・一般電灯・コンセント  １φ３Ｗ ＡＣ    ２１０／１０５Ｖ 

       ・一般動力        ３φ３Ｗ ＡＣ    ２１０Ｖ 

・ 非常電灯        １φ３Ｗ ＡＣ－ＧＣ ２１０／１０５Ｖ 

・ 非常動力               ３φ３Ｗ ＡＣ－ＧＣ ２１０Ｖ 

＊非常電灯、非常動力系統に非常用発電機を設置する。 

  (3)  幹線方式 

    地階電気室内、屋内受変電設備より各階電灯分電盤及び動力制御盤へ電源を供給する。 

 (4)  照明設備 

省エネ形照明器具を基本に検討し、点滅方式は照明制御によりホール等にはタイムスケジュール 

制御を計画し、便所等には人感センサーによる制御を計画する。 

(5)  構内交換 情報通信設備 

      １階ＰＳ内に情報ラックを設置し、各階ＰＳ内端子盤に至る配管を行う。 

(6)  映像 音響 舞台照明設備 

Ｂ１階スタジオａに映像・音響・舞台照明設備を設置し、ポータルスペース及びスクールａ、ス

クール bにスクリーン、プロジェクターを計画する。 

(7)  防災監視設備 

Ｂ１階中央管理室に動力監視盤、非常放送用ラック、火災報知受信機、トイレ呼出装置を設置し

集中監視を行う。 

 (8)  その他設備 

Ｒ階に避雷設備を設置する。 

１階エントランス廻りにロードヒーティングを計画する。 
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4-5 機械設備概要 

 中心市街地の拠点施設という用途から、使いやすく、イニシャル、ランニングコストに優れたシステム

を目指す。 

(1) 空気調和設備 

1） 空気調和設備 

  空調システムは使い勝手、ランニングコストに優れた中央熱源方式を計画する。空調方式は吹き抜

けなどの大空間に適した全空気式床輻射冷暖房などを計画する。 

2） 換気設備 

  室内空気の浄化、熱の排熱、湿気の除去、シックハウス対策など室内環境の維持を目的として換気

設備を計画する。 

3） 排煙設備 

  自然排煙が取れない居室などについては機械式排煙設備を法規に準じて計画する。 

4） 自動制御設備 

  中央監視システムにて制御、監視を行い、管理業務の効率化が図れるよう計画する。 

 

(2) 給排水衛生設備 

1） 衛生器具設備 

建築計画と連携し、適正な数の衛生器具を配置する。器具選定については節水型とし、経済性、使

い易さに重点を置き選定する。 

2） 給水設備 

上水、雑用水の 2系統による給水とする。 

上水については八戸市水道本管より分岐し、受水槽から加圧給水ポンプにより直送する方式とする。

雑用水については雨水をピット利用雨水槽に貯留し、ろ過装置にて処理後、加圧給水ポンプにて便

器洗浄水などに供給する。 

3）給湯設備 

  浴室、キッチンなどお湯の使用量が多い箇所についてはガス瞬間湯沸器を設置し、湯沸室など使用

量の少ない箇所については電気貯湯式給湯器を設置する。 

3） 排水通気設備 

  屋内については汚水、雑排水分流式にて、屋外は生活排水、雨水分流式にて排水を行う。 

4） 消火設備 

各種法令、消防署の指導等に基づき、スプリンクラーなどの消火設備を計画する。 

 

 

 

5） ガス設備 

空調熱源機、給湯器に都市ガスを供給する設備を計画する。空調用と一般用は系統分けを行い別計

量とする。 

6） 屋外給水 排水設備 

給水、生活排水について、公道上の本管に接続する配管、桝などを計画する。 

7） 雨水再利用設備 

屋根面に降雨した雨水を雨水槽に貯留し、雨水ろ過装置にて処理後、雑用水槽に貯留し、雑用水として

加圧給水ポンプにて供給する。 

 

 

4-6 展示概要 

(1) 基本方針 

展示の対象とする客層は、八戸市民と観光客の二層である。展示はそのどちらの層に対しても、発見、

学習、交流が喚起されるよう働きかけ、結果として来館者が八戸のまちなかに興味を持って足を踏み出

すよう誘う全体構成とする。 

 

(2) 展示デザインの考え方 

展示資料の可変性やワークショップでの体験的利用、全館イベント時の移動に対応して、可動ユニット

の組み合わせによる引出展示を基本システムとする。また、吹き抜けの手すりを展示可能なシステムと

することで、吹き抜け周りを巡る動線を展示空間として活用する。 
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6.建築計画 

 

6-1 配置 外構計画 

(1) 八戸の都市構造の特徴を継承した「通り抜け路地」 

・ 八戸の都市構造の特徴である街区内の通り抜けを継承

し、建物外周に路地を設ける。 

・ 建物東側の路地には屋台をたてることのできるスペー

スを整備する。 

・ 隣接地での今後の再開発計画への布石として、隣接地と

の緩衝帯として計画する。 

 

 

(2) 多様な市民活動の舞台となる「ギャラリーパーク」 

・ 建物南東隅の３階より下の部分をくぼませ、まちと連続

する「ギャラリーパーク」とする。 

・ 「ギャラリーパーク」は大きなピロティ状の空間であり、

まちゆくひとの憩いの場とするとともに、三社大祭の時

期の一時的な山車の展示やえんぶり摺り、イベントやパ

フォーマンスなども可能な広場とする。 

 

 

(3) アプローチ 

・ メインエントランスは国道３４０号に面したギャラリ

ーパーク内に設け、利用者がわかりやすくアプローチで

きる計画とする。 

・ 通り抜け路地に面してサブエントランスを設け、建物に

通り抜け路地的な性格と与えるとともに、非常時の避難

経路として活用する。 

 

 

 

配置図 縮尺 1：750
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6-2 ゾーニング 動線計画 

(1) 動線計画 

・ 利用者にとって分かりやすく、それぞれの利用形態に合わせて選択性を持った動線とする。 

・ 吹き抜けに沿ってスキップ状に配置されたフロアを回遊することが出来る動線とする。 

・ 二方向出入口のエレベータを設け、目的のフロアに直接の移動を可能とする。 

 

(2) 平面計画 

施設プログラムは、スタジオ（「創作・研修・活動支援」機能を担う空間）とギャラリー（「情報発信・

交流」機能を担う空間）という二つのゾーンから構成される。空間としては二つのゾーンが混在しなが

ら、建築中央の吹き抜けの周りを立体的に回遊する構成とする。下階ほど市場的・展示的、上階ほども

のづくり・まちづくり・ひとづくり的な性格が強くなるよう緩やかに構成する。 

 

B１階：展示造作拠点としての工房、映像上映や展示・講演など多目的に使われるシアター、ホワイエ

などの機能及び管理、設備関係諸室を配置する。 

１階：内部広場を中心に、ポータルスペース（イベント空間）、観光ガイドツアーの発着ロビー、来館

者の憩いの場としてのカフェ、地域情報発信の拠点としてのシネラテスタジオ（蔵）などを配置する。 

２M 階～４M階：観光情報 PR 展示を行う展示スペースや市民活動を支援するワークステーションと、プ

ロジェクトスタジオ、スクールなどを混在させて配置する。 

４階：子育て集いの広場事業を行うことのできる設備、託児室や、料理教室やイベントにも使われるキ

ッチンスタジオ、おもちゃ工房など、親子がともに活動できる機能を配置する。 

５M 階：専門性の高いプロジェクトを進行する拠点としてのプロジェクトスタジオを配置する。 

５階：中～長期滞在しながら、HPM に関わるプロジェクトを進行するための、拠点としてのレジデンス

スタジオを配置する。レジデンスのうち一室は来賓の滞在にも耐えうる仕様とし、他の室は会議等多目

的にも使用可能なフレキシブルな仕様とする。 

 

6-3 昇降機搬送計画 

(1) 基本方針 

スキップする各フロアの接続部分に二方向出入口のエレベータを設けることで、階段によらずに隣のフ

ロアに移動する回遊体験が得られるよう計画する。 

搬出入用エレベータは人荷兼用とし、スタッフの移動や備品の移動に対応する。 
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6-8 色彩計画 

外観については周辺の景観との調和を考慮し、色数を抑えた計画とする。 

内装に関しては、市民の活動、展示物を引き立たせるため、素材そのものの質感とモノトーンを活かし

た計画を基本とする。 

 

6-9 ユニバーサルデザイン方針 

(1) 経路の選択多様性 

吹き抜けに沿った階段で昇降することも出来るし、各スキップフロアに停止する二面乗降エレベーター

によって目的のフロアまでショートカットすることも可能な計画とし、利用者それぞれの利用形態に合

わせた移動方法の選択性を確保する。 

 

(2) 明快な構成 

開放的なレイアウトとし、各スキップフロアを吹き抜けを取り巻くかたちで配置することで、どこにい

ても空間構成を一望でき、自分の位置を把握できる空間とする。 

 

(3) 安全なディテール 

突起の少ない壁面、幅の広い出入り口、わかりやすいサイン、滑りにくい床、不安感を持たせない手す

りなど、使いやすく安全なディテールとする。 

 

6-10 県産材使用方針 

県産材として、屋上緑化の基材等地場の製品の採用を検討する。 

 

6-11 積雪 凍結対策 

(1) 積雪対策 

屋上の積雪は原則堆積させるものとして計画する。 

パラペット部分には雪庇を発生させないディテールを検討する。 

(2) 凍結対策 

外構歩行部分には融雪設備の設置を検討する。 

 

 



針生承一建築研究所 アトリエノルド アトリエタアク設計共同体   （仮称）八戸市中心市街地地域観光交流施設   基本設計説明書  □展示計画          １１－１ 

11. 展示計画 

 

11-1 展示の基本方針 

展示の対象は八戸市民と観光客の二層である。展示はそのどちらの層に対しても、発見、学習、交流が

喚起されるよう働きかけ、結果として来館者が八戸のまちなかに興味を持って足を踏み出すよう誘う全

体構成とする。フィールドミュージアムのセンター機能をにない、ここで八戸の見方のこつを身につけ

た来館者がフィールドミュージアムに向かってより深い積極的興味を持って踏み出すことをねらう。 

 

 

(1) 八戸の資源を再発見する（地域情報の発信と受信） 

市民がおもしろがっている対象が観光客の興味をひく。八戸の観光資源は市民自らが新鮮な側面を再発

見し、人間的な価値付けをして発信する必要がある。市内の催事、また刻々と移り変わるまちの表情を

リアルタイムで発信し、観光客がそこへ到達できるようなガイドツアーや案内等のサービスを提供する。 

八戸の魅力を追求するためのオリジナルグッズを企画、販売し、来館印象の深化とより広い八戸ファン、

リピーターの形成をねらう。また、企画、催事などの地域情報を記録、分類、保存していつでも使える

ようにする。 

→1F、BF で展開 

 

(2) 八戸の歴史、文化を学ぶ（地域文化紹介） 

多文化都市八戸のさまざまな「八戸らしさ」を紹介し、市民も観光客も新鮮な感動を持って現在の八戸

を見直すきっかけとなる展示内容とする。展示自体で完結せず、実際のまちなかに出かけていきたくな

る動機付けを行うことを目的とする。 

→各階主に階段周りで展開 

 

(3) 八戸の新しい魅力をつくりだす（体験交流 人材育成 ものづくり） 

市民ボランティアを中心としたワークショップによって、展示品の製作や体験学習などを行うことで、

単に展示を受動的に観覧して終わるのでなく、ＨＰＭのあたらしい魅力を作りだし、市民や観光客に主

体的に働きかける活動へと人々を巻き込み、増やして行く。 

→各階スタジオを中心に展開 

 

 

市民の活動によって成長し、更新することが出来る展示とするため、一定のストーリーに添って起承転

結する従来の構築型展示ではなく、展示品の組み合わせ次第で新しいテーマが浮かび上がるテーマ可変

型展示とする。 

 

 

11-2 展示構成 

(1) 展示テーマ構成 

１Ｆ：  「出発ロビー」としての性格を展示で楽しく補強。 

ＢＦ：  催事の場所としての性格を展示で補強。 

２ＭＦ～３Ｆ： 八戸を構成する風土の要素を抽出し、現在の八戸に見られる「八戸らしさ」、「八

戸ならではのおもしろさ」を体験的に紹介する。 

風土の核 発信されるイメージとメッセージ ゾーン 手法 

風（仮称） 風のまち八戸 独特の気候・風 

冷涼な気候がもたらした「幸」 

２MＦ 写真  

他 

山の幸(仮称) 八戸の環境多様性による生りものの豊かさを実感する 

絶滅が危惧される植物 雑穀いろいろ 

加工食品 他 

２MＦ 雑穀 

植物の生育展示 

他 

横丁（仮称） 一見閉じあっていたものをつなげてしまう八戸独特の

構造と精神性 

２Ｆ 模型 

写真 

他 

海の幸（仮称） 季節の到来を告げる海の幸の種類と量の豊かさを楽し

く実感する、 

２Ｆ 模型  

他 

海の樹（仮称） 早くから海に開かれ、新しいものと情報にいち早く反

応する八戸気質 

２Ｆ 模型  

他 

人（仮称） 古代、中世、藩政期の人々、 

いさばのかっちゃ、祭りを作る市民 

３MＦ 写真 

実物他 

祈り（仮称） 是川遺跡、えんぶり、三社大祭 

神楽、虎舞い、その他生活のなかに見える祈りのシー

ン 

３MＦ 展示用に製作 

他 

技（仮称） 是川遺跡、八戸焼、菱刺し、ガラス細工、八戸キャニ

オンまで 

風土に根ざした物作りの力 

３Ｆ 展示用実物製作 

写真 

他 

（小項目レベルの展示内容及び資料構成については実施設計段階で検討・確定していく。） 

このほか館内全体に展示が行われる。 

 

(2) 展示動線 

吹き抜けの周りを、展示と市民の活動が渾然となったまちの中を歩くように巡る展示動線とし、観覧後

に実際のまちなかへと展開していくよう計画する。 
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11-3 展示デザインの考え方 

(1) 展示基本システムについて 

・ 展示資料の可変性やワークショップでの体験的利用、全館イベント時の移動に対応して、可動ユ

ニットの組み合わせによる引出展示を基本システムとする。 

・ 収納を兼ねた展示システムとすることによって、資料を収蔵しながら展示活用することができる。

また、引出毎に中身の入れ替えが可能なため展示替えが容易である。 

・ 全館イベント時は可動ユニットを全て端に寄せてしまうことで、吹き抜けの周りに大きなフリー

スペースを設けることができる。 

・ 館内の空間の一体感を損なわないよう、展示什器ユニットは高さを抑える。また、展示什器は HPM

の内部の町並みをつくる要素として、展示以外の要素との統一感をもった仕様とする。 

 

 

4
5
0

450

450

1800

4
5
0

1
35
0

引出収納展示

オープン棚／ガラスケース／コルト ンボッ クス

展開イメ ージ

平面イメ ージ

展示台
H=450のユニッ ト を積み重ねることで構成する。

ユニッ ト はそれぞれ、 引き出しであったりオープ
ン棚であったり 、 ガラスはめたケースとしたり 、
コルト ンボッ クスとしたり 、 バリエーショ ンを持
たせる。

 

 

 

 

(2) 吹き抜け手すり展示について 

吹き抜けの手すりを展示可能なシステムとすることで、吹き抜け周りを巡る動線を展示空間として活用

する。 

 

(3) 映像 実物展示について 

三社大祭やえんぶりなどの祭りの臨場感はその場に居合わせないと体験することが出来ない。祭り自体

の映像では十分その臨場感を伝えることは出来ない。そのため、祭りそのものではなく、祭りができて

行く歴史的経緯、山車制作にかかわった方々のインタビュー映像の制作放映など、市民の視点を通して

の「予告編」的な展示とすることによって、祭り本番に八戸に訪れる動機付けを行う。実物の山車は三

社大祭の終了後、期間を限定して展示することにより、祭りの余韻を感じさせる展示とする。 
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11-4 展示概要 

(1) ＢＦ 

催事の空間を展示で補強する。 

催事がない時にも、八戸で行われる過去現在未来の催事ポスター、チラシが壁面を埋め尽くしている。

ポスター・チラシを貼りに来る人たちの情報交換・発信、仲間募集等の呼びかけも行われる。 

工房内の壁面には道具類と扱い方等の展示で、ここがものと物事を作る場所であることを感じさせる。 

 

ゾーン 内容 展示物 数量 展示方法 

吹抜周り壁

面 

 

１Ｆから吹き抜け越しに見下

ろした壁面いっぱいに、八戸関

連のイベントポスター類のア

ーカイブ展示を行い、まちなか

へのつながりと八戸の地域情

報が蓄積されて行くさまを視

覚的に表現する。 

これそのものが作品となる。 

ポスター・チラシ類 

 

寄贈いただける限

りの古い映画ポス

ターなども 

壁 が 埋

ま り き

るまで 

壁面に貼り付け 

またはぶら下げ 

道具類 一式 

塗料、溶剤 ６０色 

材料 一式 

解説パネル ２０枚 

工房 工作している様子が上から見

下ろせる。 

壁一面が道具置き場兼道具図

鑑のような展示になっている。 

ペイント類は大きな絵の具箱

を開いたように。 

道具の使い方は木パネルで壁

に取り付けて、木の絵本のよ

う。 

平台・馬など 一式 

実際にここから

出して使う。 

取りにくい上段

には現在使われ 

なくなった歴史

的工具、道具など

を固定展示 

ＢＦ 

 

トイレ内 

 

「リサイクル」をテーマに。古

紙からトイレットペーパーま

で ガラス瓶からカレット、ガ

ラス製品まで プラ製品から

繊維までなど 

古紙 

古紙砕片 

トイレットペーパ

ー 

約20日分 

棚３段分 

10個程度 

壁面棚に現物を

順番に配置 

 

 

 

 

 

スタジオa

スタジオb

スタジオc

受水槽ポンプ室

空調機械室

消火ポンプ室

清掃員控室

中央倉庫

前室

PS

EV

（ 録音スタジオ）

（ シアター）

（ 工房）

中央管理室

警備員控室

ゴミ 庫

階段1

屋外階段1

掃除
用具庫

8. 0m

ホワイエ

MWC

WWC

シャワー

脱衣

シャワー

脱衣

自家発電機室

電気室

搬入EV
2. 2×3. 0

MWC

UWC

WWC

UWC

展示WC 展示WC

掃除
用具庫

掃除
用具庫

調整室
映写室

屋外階段2

13
.
8
m
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▽免震ピッ ト ライン

▽免震ピッ ト ライン

▽免震ピッ ト ライン

機械搬入用
マシンハッ チ

スタジオd

カフェ

PS

EV

山車

インフォメ ーショ ン

ギャラリー

管理用シャッ ター

通
り
抜
け
路
地

（ 蔵）

UWC

UWC

搬入EV
2. 2×3. 0

PSEV

搬入口2

バック
カウンター

厨房

階段1
MEC

屋外階段1

ド ライエリ ア

駐輪場

通り抜け路地

スクリーン

通
り
抜
け
路
地

ミ ュージアムショ ッ プ

ポータルスペース

ギャラリーパーク

デパーチャー
ボード

屋台スペース

屋台スペース

エスカレータ

収納

コイン
ロッ カー

メ インエント ランス

屋台スペース

屋外階段2

内部広場

インフォメ ーショ ン

カウンター

倉庫

搬入口1
カフェ

 

 

(2) １Ｆ 

ＨＰＭから地階へ、まちなかへ、建物内部への「出発ロビー」としての楽しさを展示で補強。 

 

ゾーン 内容 展示物 数量 展示方法 

せんべい硬度調査実験結果 

 

工業試験場での

実験映像ビデオ 

1本 

 

 

カウンター上部 

ディスプレイ 3画面

菱刺し ユニフォーム 員数分 スタッフが着用 

カフェ 

片町のてんぼ

せんべいカフ

ェ参考に 

裂き織り コースター他 100枚 給仕に使用 

中央 エントランスイメージ 八戸在住作家作品 １点 自立 移動可 

インフォメー

ション 

八戸観光ＣＭ（新作） 

「人」ゾーンと兼用 

各フィールドミュージアム情

報と誘い 

ビデオ 10本 ディスプレイ 3画面

高，中から子供お年

寄りの見やすい低

いところまで 

外部 八戸原風景 イチイの生垣 一式 植栽 

手すり 八戸市民スナップショット 写真パネル 40枚 手すり内 

ショップ えんぶりスノードーム 

裂き織りパソコンクッション等 

菱刺し受注作品 

木のおもちゃ 

ガラス作品 

八戸焼き 

南部薫姫鞠（アロマ南部姫鞠） 

八幡馬 

その他八戸の文化的財産を現

代の生活に生かした新商品を

提案するパイロットショップ 

商品および 

商品見本 

 

一式 商品は陳列販売の

他、受注、予約等、

在庫を少なくする。

一定数の依頼者が

あった場合にのみ

製作にはいるなど

の方法も。 

お土産屋というよ

り美術品のように

展示。 

 

蔵脇 八戸の木イチイの生育過程 盆栽 ２０鉢 縁台上 移動可 

１Ｆ 

内部広場 八戸の各所への距離と方向 道標 3本 自立 移動可 

 

 

 

 

 

 



針生承一建築研究所 アトリエノルド アトリエタアク設計共同体   （仮称）八戸市中心市街地地域観光交流施設   基本設計説明書  □展示計画          １１－５ 

壁面展示

自販機展示ビデオ

自販機展示ビデオ

壁面展示

吹抜

吹抜

UWC

MEC

UWC

展示スペース

PSEV

PS

EV

UWC

MEC

自販 ロッ カー 展示

UWC

階段1

屋外階段1

MEC

et c自販 ロッ カー

エスカレータ

収納

展示スペース

プロジェ クト
スタジオa

収納

ラウンジ

屋外階段2

風を感じさせる写真 引き出しにウミネコ？ 

（例）昭和 30年代鮫中学校版画作品 

 

 

(3) ２ＭＦ：「風」 

八戸は風のまちである。昭和初期の写真にも風の光景が残る。春の大風の中、何度かの大火は赤松の残

る中心市街地に甚大な被害をもたらした。やがて災害に強い現在のまちが生まれ、火の見櫓が姿を消す。 

風を楽しむことが出来れば八戸の魅力は何層倍にもなる。かっちゃ独特のファッションはギリシャ、ア

ルメニア、ロシアにつながるスカーフ、エプロン、ブーツは労働と風のおしゃれつながりとも考えられ

る。 風を読みながら飛ぶ海猫、サーファー、種差海岸の植物群にも八戸の風を見ることが出来る。 

 

ゾーン 内容 展示物 数量 展示方法 フィールド

「風」の象徴 シンボルアート １基 自立・移動可

風倒木．漂流木 実物 約 10本 床置き 

風化した船材（または小屋材） 実物 １隻分 床置き 

「風」の光景 

まちなか・生垣・種差海岸・港・

畑に見える風 

写真・現代のもの

と和井田氏作品 

30 パネル 

渚 

「風」のファッション 

菱刺し スカーフ 角巻 

スパイク付き長靴ほか 

実物 20 ケース 物産 

風の光景 岬馬資料 写真 八幡馬他 20 引き出し内 

写真・版画 

 

50 パネルを家具

に取り付け他 

蕪島神社お札他 30 引き出し 

ウミネコ・蕪島情報 

サーファー 

蕪島の祭り等 

ｳﾐﾈｺが卵から孵っ

ていく様子 人形 

10 引き出し 

渚 

祭 

八戸大火資料  

火の見櫓の光景 

写真他 20 引き出し 

パネル 

歴史文化 

階段上 

「風」 

（仮称） 

展示関連各所への距離と方向 道標 １本 自立 移動

可 

 

２MF 

手すり 八戸の風、気温等データ 解説文 図表 1 パネル  

 

 

 

 

 

 



針生承一建築研究所 アトリエノルド アトリエタアク設計共同体   （仮称）八戸市中心市街地地域観光交流施設   基本設計説明書  □展示計画          １１－６ 

壁面展示

自販機展示ビデオ

自販機展示ビデオ

壁面展示

吹抜

吹抜

UWC

MEC

UWC

展示スペース

PSEV

PS

EV

UWC

MEC

自販 ロッ カー 展示

UWC

階段1

屋外階段1

MEC

et c自販 ロッ カー

エスカレータ

収納

展示スペース

プロジェ クト
スタジオa

収納

ラウンジ

屋外階段2

 

 

(4) ２ＭＦ：「風」から「山の幸」へ 

やませと呼ばれる風はかつて飢饉の悪いイメージで語られることが多かった。しかし飢饉の記録には

「米皆無作」と並び「稗豊作」などの記述が並ぶ。多様な品種を植えていれば雑穀全滅と言うことはな

かった。米というグローバルスタンダードに席巻されてきた歴史が生んだ悲劇。しかし風は八戸に「環

境の多様性」という豊かさを潜在させている。種差海岸、是川遺跡、蕪島、南郷地区の産物、横丁の市

場にそれを見ることが出来る。 

展示では雑穀の楽しさ、美しさ、かわいらしさを再発見。段々田んぼのミニチュア「稗蒔き」や季節ご

との雑穀草盆栽。種差海岸の一部の植物は馬の放牧が無くなって環境変化による絶滅が危惧される。来

館者はここで同種類の植物が実生から育つ様子を楽しむことが出来る。 

穀物以外にも他品種、八戸の環境多様性が生んだ加工品いろいろ。 

 

ゾーン 内容 展示物 数量 展示方法 フィールド 

八戸で過去から現在まで生産され

た雑穀（風により生じた複雑系生態

系産物） 

雑穀の種子 3㍑薬種

瓶 10 本

程度 

シンボル家具

組込み 

田園 

種差海岸と同種の植物生育展

示 絶滅危惧種中心に 

実生苗他 100 引き出し内鉢

植え 

渚 

雑穀生育展示 稗薪その他 50 引き出し内鉢

植え 

雑穀盆景 盆景・人形・家屋等 10 開放引き出し

田園 

八戸の畑作物 立体乾燥標本 200 開放引き出し  

畑作物加工品 ジャム、干菊など 実物 100 引き出し他 食彩 

是川遺跡出土種子 実物・レプリカ 1 引き出し 歴史文化 

八戸の土 実物 １ 薬種瓶・ 

引き出し 

田園 

写真 10 パネル 朝市での青物売り光景 

模型 3景 引き出し 

食彩 

「山の幸」 

（仮称） 

八戸の 

環境と 

産物の 

多様性 

 

陸と海の狭間の生物（市場にも

出ていない八戸独特の産物、生物） 

模型 30 引き出し 渚 

手すり 八戸の植物 写真 30 手すりパネル  

２MF 

 

 

 

 

 展示物関連方向と距離 道標 1 自立 可動  

 

 

 

 

 



針生承一建築研究所 アトリエノルド アトリエタアク設計共同体   （仮称）八戸市中心市街地地域観光交流施設   基本設計説明書  □展示計画          １１－７ 

壁面展示

自販機展示ビデオ

自販機展示ビデオ

壁面展示

吹抜

吹抜

UWC

MEC

UWC

展示スペース

PSEV

PS

EV

UWC

MEC

自販 ロッ カー 展示

UWC

階段1

屋外階段1

MEC

et c自販 ロッ カー

エスカレータ

収納

展示スペース

プロジェ クト
スタジオa

収納

ラウンジ

屋外階段2

 

 

(5) ２Ｆ：「横丁」 

ビルの地下、空中の回廊、思わぬところがつながっている八戸の構造は観光客にとって探検の楽しみに

満ちている。ビルの隙間という「外」を「細い広場」にしてしまう八戸の横丁使いのおもしろさを展示

で味わう。横丁探検図鑑。 

朝、昼、夜とがらりと表情を変える横丁の姿を紹介。観光客に「いつ来ても楽しいが、できれば一泊し

たい」と思わせる。八戸市民にとっては「私の横丁」発信の場。 

 

ゾーン 内容 展示物 数量 展示方法 フィールド 

八戸地下、空中、横丁つながり 概念模型（鉱山の

坑道模型類似）また

はホログラフなど 

1 シンボル家具  

本日の横丁市場商品 実況中継 １ ディスプレイ画

面 

春夏秋冬三日町の横丁商品 

（あか餅、菊、豆しとぎなども） 

模型 80 引き出し 

横丁市の光景 ミニチュア 3景 解放引き出し

八戸夜の横丁 大型写真 10 パネル 

八戸居酒屋お奨め一品 模型 各店一品 引き出し 

食彩 

店舗紹介・飲食店以外にも作り

手、売り手（三味線工房など） 

店舗自己紹介 各店 引きだし 物産 

一升瓶他 全銘柄 引き出し 

酒器 八戸焼き 30 引きだし 

酒器 ガラス 30 引きだし 

酒器 浄法寺塗 30 引きだし 

縄文風猪口 30 引きだし 

「横丁」 

（仮称） 

八戸銘酒図鑑 

八戸城 徳利 30 引きだし 

物産 

食彩 

 

歴史 

横丁市の売り手の顔 写真にセリフ 50 パネル  手すり 

居酒屋の人たちの顔 写真にセリフ 50 パネル  

２Ｆ 

 

 

 

 

 展示物関連方向と距離 道標 1 自立  

 

 

 

 

 

 



針生承一建築研究所 アトリエノルド アトリエタアク設計共同体   （仮称）八戸市中心市街地地域観光交流施設   基本設計説明書  □展示計画          １１－８ 

壁面展示

自販機展示ビデオ

自販機展示ビデオ

壁面展示

吹抜

吹抜

UWC

MEC

UWC

展示スペース

PSEV

PS

EV

UWC

MEC

自販 ロッ カー 展示

UWC

階段1

屋外階段1

MEC

et c自販 ロッ カー

エスカレータ

収納

展示スペース

プロジェ クト
スタジオa

収納

ラウンジ

屋外階段2

 

 

(6) ２Ｆ：「海の幸」 

横丁から朝市へ。八戸がイカの水揚げ日本一であることを全国に発信する。世界のイカ、八戸のイカ、

イカ伝説、イカ墨は本当に解毒剤か。八戸藩士が地方の挨拶に持って行った「切り込み」一桶はどんな

味だったのか。八戸市民による実証過程もあわせて展示する。 

日本中で売られているさきイカ、のしイカ、イカおやつとイカ料理を一堂に集める。観光客がどうして

も八食センターか朝市か横丁に行きたくなるようしかけてゆく。 

 

ゾーン 内容 展示物 数量 展示方法 フィールド 

海の幸 シンボルオブジェ 1 シンボル家具  

かっちゃファッシ

ョンのパーツ 

一式 引きだし いさばのかっちゃ 

実物大写真 2 パネル 

いさば光景 大型写真 10 パネル・引き

だし 

本日のいさばお奨め品 毎朝情報更新 1 ディスプレイ画

面 

食彩 

 

物産 

 

世界に 450種  図解 270×180 １ パネル等 

八戸のイカ 模型 数種 引きだし 

「なかよし」他スルメ加工品 日本中の実物 200 引きだし 

史書にも出てくる「切込」 解説と模型 30 パネルと模型

八戸イカ料理づくし 模型 30 引きだし 

イカのある光景 和井田氏写真他 20 パネル 

イカ漁具・仕掛け 集魚灯、アミ、仕掛

け他 

10 引きだし 

八

戸

の

イ

カ 

イカアート 作品 10 引きだし 

食彩 

 

物産 

 

歴史文化 

「海の幸」 

（仮称） 

展示物関連方向と距離 道標 1 自立  

いさばのかっちゃ 

かつてと現代  

スナップショット

にセリフ等 

 手すりパネル  

２Ｆ 

 

 

 

 

手すり 

漁をする男たち 

かつてと現代 

写真  手すりパネル  

 

 

 

 

 

 

ガラスでイカをつくったら？？ イカカーテン



針生承一建築研究所 アトリエノルド アトリエタアク設計共同体   （仮称）八戸市中心市街地地域観光交流施設   基本設計説明書  □展示計画          １１－９ 

壁面展示

自販機展示ビデオ

自販機展示ビデオ

壁面展示

吹抜

吹抜

UWC

MEC

UWC

展示スペース

PSEV

PS

EV

UWC

MEC

自販 ロッ カー 展示

UWC

階段1

屋外階段1

MEC

et c自販 ロッ カー

エスカレータ

収納

展示スペース

プロジェ クト
スタジオa

収納

ラウンジ

屋外階段2

 

 

(7) ２Ｆ：「海の樹」 

八戸市民の独特の開放性、進取性はどこから来るのか。海から出来た町、「海の樹」という考え方を主

軸に展示を展開。 

縄文、古代、中世、江戸から今日まで、八戸は閉ざされたことがなかった。江戸とのつながりは三社大

祭にも反映される。最初はいささか蘊蓄学術的に。中頃には市民インタビューで八戸市民のネットワー

クを探る。つながりあう市民の象徴としての夢の大橋。展示のラストシーンは八戸線の夜の光景「銀河

鉄道」で、未来へのつながりもイメージさせる。 

 

ゾーン 内容 展示物 数量 展示方法 フィールド 

２Ｆ 「 海 の

樹」 

（仮称） 

「海の樹」 シンボルオブジェ 1 シンボル家具  

「海の樹」というとらえ方 地図他 1セット パネル  

海運と物産 江戸期海運資料 一式 引きだし他 

街道 遠山家文書他 1セット パネル 

古代のネットワーク・是川遺跡 

丹後平古墳 

遠方由来出土品 3 引き出し他 

中世のネットワーク・根城 白磁片・矢羽根他 １セット 引き出し他 

江戸とのつながり 資料解析 １セット パネル他 

民話 ビデオ ３ ディスプレイ 遠野とのつながり 

民話の類似性 写真 人形他 1セット パネル 引き

だし 

蝦夷地・函館とのつながり 漁労資料 1 パネル 

歴史 

文化 

八戸のアンテナ 市内店舗写真他 20 パネル 

夢の大橋 写真 １ パネル 

八戸小唄 ビデオ １ ディスプレイ

八戸線 夜の光景 銀河鉄道 ビデオまたは写真 1 ディスプレイ 

または写真 

産業 

 

歴史文化 

 

市民のつながり 実物・写真他 30 引き出し他  

  

展示物関連方向と距離 道標 1 自立  

 

 

 

 

 

 



針生承一建築研究所 アトリエノルド アトリエタアク設計共同体   （仮称）八戸市中心市街地地域観光交流施設   基本設計説明書  □展示計画          １１－１０ 

壁面展示

自販機展示ビデオ

ライブラリー
ラウンジ

スタ ッ フスペース
(指定管理者用オフィ ス）

ワークステーショ ン

展示スペース

吹抜

吹抜

スタジオe

座敷

スタジオe

プロジェ クト スタジオc

展示スペース

(ホワイト キューブ）

(ホワイト キューブ）

PSEV

PS

EV

UWC

MEC

自販 ロッ カー 展示

UWC

階段1

MEC

WWC

MEC

MWC

UWC

搬入EV
2. 2×3. 0

36帖

屋外階段1

収納

収納

UWC

テラス

屋外階段2

 

 

(8) ３MＦ：「人」 

  ゾーン 内容 展示物 数量 展示方法 フィールド

「ひと」 シンボルオブジェ 1 シンボル家具  

八戸ゆかりの人々紹介 紹介  各所 歴史 

文化 

ビデオ 3 ディスプレイ祭りを作る人々・山車小屋 

半纏・傘 １セット 引きだし 

祭 

ビデオ 2 ディスプレイいさばのかっちゃ 

小さくなった包丁 1 引きだし 

食彩 

物産 

ビデオ 1 ディスプレイサーファーが語る八戸の魅力 

海の拾いモノ １セット 引きだし 

渚 

ビデオ 1 ディスプレイ神主さん蕪島を語る 

運の付く証明書 １セット 引きだし 

渚 

ビデオ 1 ディスプレイ種差海岸ガイド 

鳴き砂 １セット 引きだし 

渚 

ビデオ 1 ディスプレイ横丁礼賛 

横丁セット １セット 引き出し 

食彩 

物産 

八戸言葉で語るむかし ビデオ 1 ディスプレイ 歴史 

ビデオ 1 ディスプレイストリートダンサーたち 

チラシと帽子・靴 １セット 引きだし 

 

ビデオ 1 ディスプレイ八食センター 

梱包材 １セット 引きだし 

食彩 

物産 

ジャズとジャズ菜 ビデオ 1 ディスプレイ

せんべいを語る ビデオ 1 ディスプレイ

八戸せんべい図鑑 

せんべいの耳図鑑 

各店舗全種 100 パネルと一体

貼り付け 

田園食彩 

物産 

ビデオ 1 ディスプレイ

八

戸

の

人

々

・

八

戸

を

語

る 

女子高校生スィーツ紹介 

地図と模型 30 引きだし 

食彩 

３MF 

 

 

「人」 

（仮称） 

 

現代の 

多文化性 

 

展示物関連方向と距離 道標 1 自立 可動  

 

 

 

 

八戸は市民が面白い。昔から個性的な人材を輩出していた。外様二万石で側用人となり、譜代扱いとな

った二代藩主、えんぶり、八戸の歴史を世界的視野で見つめ直した人々、三社大祭を今日の形にした人々

は偉大な先人というだけでなく、人間的魅力に溢れる。このほか個性的な先人を紹介する。 

また現代の市民には八戸の魅力を語っていただく。八戸市民は気が付いていないが、八戸を語る市民の

姿は実に魅力的だ。 



針生承一建築研究所 アトリエノルド アトリエタアク設計共同体   （仮称）八戸市中心市街地地域観光交流施設   基本設計説明書  □展示計画          １１－１１ 

壁面展示

自販機展示ビデオ

ライブラリー
ラウンジ

スタ ッ フスペース
(指定管理者用オフィ ス）

ワークステーショ ン

展示スペース

吹抜

吹抜

スタジオe

座敷

スタジオe

プロジェ クト スタジオc

展示スペース

(ホワイト キューブ）

(ホワイト キューブ）

PSEV

PS

EV

UWC

MEC

自販 ロッ カー 展示

UWC

階段1

MEC

WWC

MEC

MWC

UWC

搬入EV
2. 2×3. 0

36帖

屋外階段1

収納

収納

UWC

テラス

屋外階段2

 

 

(9) ３ＭＦ：「祈り」 

風張遺跡の合掌土偶。 

えんぶりの光景は 20 個の 15 ㎝φのスノードームに。回転させると景色のなかに雪が舞う。 

いっせい摺りの光景は 60cmφの大型ドーム。定時にエアが吹き込まれ、雪景色になる。 

三社大祭は、伝統を守りつつ作り替えて行く市民性を「三社祭り進化」のミニチュアで表現。 

二大祭りの他、八戸各地、季節ごとの祭りを紹介、あわせて現在の八戸の祈りの姿を紹介して行く。 

 

ゾーン 内容 展示物 数量 展示方法 フィールド

３ 

MＦ 

「祈り」 

（仮称） 

「祈り」 シンボルオブジェ 1 シンボル家具  

縄文土器・合掌する土偶 フォログラム等 1 ケース他 歴史 

文化 

えんぶりの情景 

「風・地の恵み・祈り」 

えんぶりスノー

ドーム・解説 

大１ 

小 20 

特殊家具 

模型 

解説 

1セット 特殊家具 三社大祭のはじまりと進化 

「技と祈り」 

御輿、人形展示、付け祭りの拡

大、現代 作り替える伝統 

山車彫刻製作過程 1セット 実物自立 

神楽、駒踊り、騎馬打鞠など 写真・Ａ２ 1セット パネル 

八戸の寺社紹介とお守り一覧 

「願いの数々」 

お守り全種 

各種マスコット 

絵馬、八幡馬他 

地図 写真 

200程

度 

想定 

 

パネル 

引きだし 

 

八戸のおまじないとジンクス 実物と解説 30 引き出し 

祭 

 

歴史 

文化 

 

産業 

 

 

 

 

展示物関連方向と距離 道標 1 自立 可動  

 

手すり お七夜、七五三、喜寿など様子 写真 20 手すりパネル  

 

 

 

 

 

 

えんぶりスノードーム

三社大祭の進化 



針生承一建築研究所 アトリエノルド アトリエタアク設計共同体   （仮称）八戸市中心市街地地域観光交流施設   基本設計説明書  □展示計画          １１－１２ 

壁面展示

自販機展示ビデオ

ライブラリー
ラウンジ

スタ ッ フスペース
(指定管理者用オフィ ス）

ワークステーショ ン

展示スペース

吹抜

吹抜

スタジオe

座敷

スタジオe

プロジェ クト スタジオc

展示スペース

(ホワイト キューブ）

(ホワイト キューブ）

PSEV

PS

EV

UWC

MEC

自販 ロッ カー 展示

UWC

階段1

MEC

WWC

MEC

MWC

UWC

搬入EV
2. 2×3. 0

36帖

屋外階段1

収納

収納

UWC

テラス

屋外階段2

 

 

(10) ３Ｆ：「技」 

是川遺跡出土品は他の遺跡出土品と比べ美術的完成度が高い。デザインは現代の茶器に比べても劣らな

い。これら手を使う系譜を小さな縄文土器、暖かい八戸焼き、繊細なガラス器、祈りの技としての裂き

織り、菱刺し、そして豪快にして巨大な八戸ドック、八戸キャニオンを紹介。来館者の視点は過去から

現代へ、掌中の技から衛星の高見に向かい、八戸を鳥瞰する。 

 

ゾーン 内容 展示物 数量 展示方法 フィールド

  「技」 シンボルオブジェ 1 シンボル家具  

繊細の縄文 泉山コレクションレ

プリカ等 

是川出土品模様

の小品レプリカ 

1 ケース 歴史文化 

陶器 八戸焼 10 引きだし 

ガラス製品 八戸在住作家作品 3  

裂き織りの展開 裂き織り作品 30 引きだし 

菱刺し図案例 祈りの工芸 小片  300 パネル張り込

み 

菱刺し大布  タペストリなど １ ケース 

これまでにない菱刺し 今後の作品展開例 20  

物産 

 

歴史 

文化 

大型版画共同作品 昭和３０年代鮫中 1 パネル  

鳥瞰図 吉田初三郎 1  歴文 

八戸キャニオン 写真  100 パネル 

八戸ドック 写真・ 

ビデオ 

1セット パネル・ 

ディスプレイ 

からくり玩具 八戸在住作家作品 10 引きだし 

八戸の工場製品部品 電子ウミネコ 3 吊り 

産業 

 

物産 

「技」 

（仮称） 

展示物関連方向と距離 道標 1 自立 可動  

３Ｆ 

 

 

 

手すり 「作る人」姿 写真 20 手すりパネル  

 

 

 

 

 

 

山車ができるまで

菱刺図案例 

（例） 

鮫中学校大判版画作品




